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米国裁判慰労会 

 GAHT代表目良浩一氏の新著： 
 

 「フランクリン・ルーズベルトの陰謀 

  日米戦争突入へ 背後から日本を刺したのは誰だ？！」 
 

         “Whose Back was Stabbed?  FDR's Secret War on Japan” 

 

【日時】 

 平成29年5月15日（月） 18時より 
  開場17:30  開会18:00 (閉会20:00) 
 

【場所】 

 星稜会館レストランシーボニア 
  千代田区 永田町２丁目１６－２  
    TEL:03-3581-5673 
 

【会費】 

 5千円 ブッフェ型式 
 

【申し込み】 5月7日（日）までにPCメール  
     GAHToffice@gmail.comまで連絡下さい。 

【主催 / 問い合わせ】 

 主催：目良浩一氏出版記念・慰労会実行会  発起人代表：中山成彬氏 

  E-メール：info@gahtusa.org  電話：03-5403-3512 

5月15日(月) 18時より星稜会館レストランシーボニア 

【参議院議員会館の最寄り駅】 
・メトロ有楽町線・半蔵門線・南北線 
   永田町駅６番出口より 徒歩３分 
 

・メトロ千代田線  
   国会議事堂前駅 ５番出口より 徒歩５分 
 

・メトロ南北線  
   溜池山王駅５番出口より 徒歩５分 
 

・メトロ銀座線・丸の内線  
   赤坂見附駅11番出口より 徒歩７分 

尚当日は14時より参議院議員会館1階101会議室で目良浩一氏がグレンデール慰安婦像撤去裁判の 
報告会を開催いたします。 
参加費なしで事前申し込みも不要です。当日直接議員会館受付(13:30～)にお越し下さい 
 

皆様のご参加を待ちしております。 主催：歴史の真実を求める世界連合会 GAHT） 

【書評】 
この本はアメリカ人の太平洋戦争観を変えるであろう。 
最も重要の疑問である「実際に誰が太平洋戦争を始めたのだ？」に答える。 
 

最近の政府機密文書の公開や新事実の発見等によって、著者はF・D・ルーズ
ベルトとその政権中枢の人達により日本を戦争に仕向けた事を明らかにした。 
また占領政策が今にも悪影響を与えて愛国心を失われている結果を憂えた。 
 

また著者は1953年のペリーの来航から現在までの日米関係の歴史的な背景
を日米の豊富な資料を基に検証している。 
 

日本はアジアの植民地の解放に尽力し結果的には成し遂げた事実等の過去
200年を振り返り、現在の日本人は日本の歴史に誇りを持ち自虐史観から解放
される事を著者は訴えた。 Hamilton Books 2017, 

Maryland USA  


